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●実践研究のねらい 

○ 地域スポーツ指導者を活用することで、生徒がなぎなたと柔道に関する知識や技能を学ぶとともに

地域の特色・人材を生かし、伝統的に親しまれてきたなぎなた文化の伝承を図る。 

○ 地域スポーツ指導者と連携して授業を行うことで、保健体育教諭の専門的な知識や技能の習得によ

る指導力の向上を図る。 

●複数種目指導モデル 第２学年（５学級１５５名） 

 

 

 

 

 

 

 

●指導の工夫 

１ 効果的に指導するための工夫 

○ １時間目に２学年全体でオリエンテーションを行った。なぎなたでは、面・小手・胴・脛の４つの

打突技を実演した。柔道では３人の師範が技を一つひとつ実演を交えながら丁寧に説明した。実演を

することで生徒の関心を高めた。 

２ 生徒の安全を確保するための工夫 

 ○ 本事業が始まる前に、地域スポーツ指導者の方と不備はないか点検を行った。 

○ 毎時間、なぎなたを扱う前に「人の後ろに立っていないか」「左右の距離は十分か」等各自で確認 

をさせた。また、地域スポーツ指導者と教員とが連携をして２人態勢で安全確保に当たった。 

○ 服装の工夫としてジャージ上下を着用させ、なぎなたや畳が直接肌に当たらないようにした。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

種目

打ち返し
対人練習

打ち返し

学
習
の
流
れ

(

な
ぎ
な
た
・
柔
道
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

導入（挨拶、ストレッチ体操、補強運動）

本時のめあて確認（学習の見通し）

な
ぎ
な
た
に
触
れ
る

礼
法
指
導
（

左
座
右
起
）

整理運動・本時の振り返り・次時の連絡・挨拶

基本の構え

体さばき

基本の構え
体さばき

打突練習

なぎなた

打突練習

基本の構え

対人練習

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

種目

学
習
の
流
れ

固め技
の学習

(袈裟・四
方固め)

投げ技の学習
(体落とし・ひざ車
・支釣込足・大腰)

　整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、挨拶）

　導入（挨拶、健康観察、本時のめあての確認）　

柔　　　　道

（

な
ぎ
な
た
・
柔
道
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

準備運動、補強運動、受け身の練習
準備運動
礼法指導

(意義・礼法
「精力善用」
「自他共栄」)

受け身の学習
(前・後・横
・前方回転)

対人的技能の学習
(自然体・自護体・
組み方・体さばき

・進退動作)

学
習
の
ま
と
め



●授業の様子 

   

【 オリエンテーション 】 

体育館でなぎなた・柔道の実演を見学。なぎ

なた・柔道の特性や歴史などについて、地域ス

ポーツ指導者から直接話を聞くことにより、武道

への関心を高められるようにした。 

 【 地域指導者と対人練習 】 

地域スポーツ指導者と対人練習（打ち返し）を

し、アドバイスをもらった。 

●生徒の意識、感想 

〇武道をすることは好きですか。 

 （なぎなた事前アンケート結果） 

〇武道をすることは好きですか。 

 （なぎなた事後アンケート結果） 

〇今後も機会があれば、多くの

武道種目を体験したいと思

いますか。 

   

●成果と課題 

○ 授業の中で「礼に始まり、礼に終わる」「相手を尊重する心」など礼儀作法や人として大切なことを学

んだ。相手と相対したときには、礼を大切に授業に取り組む姿勢がみられた。 

○ なぎなたでは、「武道をすることは好きですか。」というアンケートに対して、武道の授業が始まる前

では「好き・やや好き」が４割程度だったが、授業終了後は「好き・やや好き」が８割以上を占めてい

る。また、「今後も機会があれば多くの武道種目を体験したいですか。」というアンケートに対しても７

割以上が「思う・やや思う」と回答している。これは、地域スポーツ指導者の専門的な授業を受けての

意識変化だと考える。 

○ 本事業で武道に興味・関心をもった生徒が増加し、機会があればまたしたいという生徒も多くいた。 

 しかし、道具の準備や場の設定をしなければ取り組めないというのが実態である。生涯スポーツとして

取り組むにはどのように繋げるかが課題である。 



 


